令和○○年○○月○○日

履　　　　　歴　　　　　書

　　  ふりがな        ○○○○     ○○○○
１．氏　　　名        ○　　○　　 ○　　○

２．生年月日         昭和○○年○○月○○日　（○○歳）　　※記載日現在

３．現　　　職         ○○大学講師　○○学部（○○講座）

４．現　住　所         〒○○○－○○○○ 
                       ○○県○○市○○○○○○１－２－３
                       （電話）　（　　　）　　－

５．連　絡　先　　　　メールアドレス    ○○○○@○○○.○○.ac.jp
　　　　　　　　　　　勤務先電話　（　　　　）　　－
　　　　　　　　　　　携帯電話　　（　　　　）　　－

６．学　　　歴         平成○○年○○月　　○○大学○○学部卒業
                       平成○○年○○月　　○○大学大学院○○学研究科修士課程修了
                       平成○○年○○月　　○○大学大学院○○学研究科博士課程修了

７．学　　　位         博士（○○）（○○大学甲○第○○○号）

８．資　　　格         ○○登録　平成○○年○○月○○日（第○○○○号）
　　　　　　　　　　　 ○○○○学会専門医　平成○○年○○月○○日（第○○○号）

９．職　　　歴         平成○○年○○月　　○○大学○○研究員
                       平成○○年○○月　　○○大学助教　○○学部（○○講座）
                       平成○○年○○月　　○○大学大学院講師○○研究科（○○分野）
                       （現在に至る）

10．所属学会　　　　 日本○○学会（評議員），日本△△学会（評議員）
    (学会役員)         外国の学会（原文表示）
    
11．賞　　　罰         平成○○年○○月　日本○○学会奨励賞
　　　　　　　　　　　　※「賞罰には，刑事罰のみではなく，過去に学生に対するセクシャルハラスメントを含む性暴力等原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には，処分の内容及びその具体的な事由を必ず記載すること。また，「罰」のない場合もその旨を記載する事。」


12．外国出張等　　　　 平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日
  （留学・研修含む） 　　 出張先の機関名，職名等を原文表示



	



13．業績内訳

　　（論文数）
	

	原著
	総説
	

	著書

	
	英文
	和文
	英文
	和文
	
	英文
	和文

	 総数
 筆頭
 ｾｶﾝﾄﾞｵｰｻｰ
 ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ
 ﾗｽﾄｵｰｻｰ
 単著
	３７
１９
５
２３
０
０
	１３
３
１
１
０
０
	２
１
１
１
０
０
	１
０
０
０
０
０
	
単著
共著
分担


	
０
３
０


	
１
２
０




　　　※筆頭，セカンドオーサー，コレスポンディングオーサー，ラストオーサー，単著はそれぞれ内数で記載すること。その場合，単著は筆頭に含めないものとする。
※単著は一冊の本を１人で執筆した場合，共著は一冊の本を２人で監修した場合，分担は一冊の本の複数章のうち，１章を担当している場合（２章以上を担当している場合でも１として集計）とする。

    （学会発表回数）
	
国際・国外学会
	
国内全国学会

	
特別講演
	
シンポジウム等
	
特別講演
	
シンポジウム等

	
２０
（１５）

	
１５
（１０）

	
２５
（１５）

	
２０
（１０）



     ※ (  )は演者で内数を記載
※一般講演，スポンサードレクチャー，研究会の教育セミナーは除く。






研究業績
①英文の原著論文；主要論文には3編以内で●を記載
	（PDFを参考資料として送付ください）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（著者名；応募者に二重下線, 研究論文題目，発表誌・巻・号・頁・年）
記載例

1． ●Tokushima A, Tokushima B, Tokushima C. Chronic inflammation in the skin. J Exp Med 215(2): 2111-2114 (2025)　　

②和文原著
（著者名；応募者に二重下線, 総説題目，発表誌・巻・号・頁・年）
	
③英文総説
（著者名；応募者に二重下線, 総説題目，発表誌・巻・号・頁・年）

④英文著書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（著者名；応募者に二重下線，著書名，発行所・頁・年）
	
⑤和文著書・総説
（著者名；応募者に二重下線, 総説題目，発表誌・巻・号・頁・年）

⑥国内での一般口頭及びポスター発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（発表者名；応募者に二重下線，講演題目，発表学会・年）

⑦国際学会での一般口頭及びポスター研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（発表者名，講演題目，発表学会・開催地・年）

⑧国際学会での招待講演及び特別講演　　　　　　　　　　　　　　　　
（著者名；応募者に二重下線，講演題目（招待講演か特別講演かも記載），発表学会・開催地・年） ＊特別講演とはKeynote speaker等を指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑨全国学会での招待講演及び特別講演
（著者名；応募者に二重下線，講演題目（招待講演か特別講演かも記載），発表学会・開催地・年）

⑩その他の招待講演(ランチョンセミナー，各種研究会，大学院セミナー等)


外部資金獲得状況

※研究題目，研究種目，代表・分担等の別；分担者の場合には研究代表者名も記載，年月～年月，期間全体の直接経費総額；分担者の場合には研究代表者の総額と候補者の研究費総額の二つを記載。


(1) 科学研究費等補助金

(2) 受託研究

(3) 共同研究

(4) 上記以外の助成研究

(5) 寄附金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




職務上の実績に関する事項

(1) 資格，免許　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（名称，取得年月日）
※資格を証明するもの添付（認定書のコピー等）

(2) 特許等（国際）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（出願　　件，取得　   　件）
（発明の名称，特許出願番号・特許公開番号・年月日，取得特許番号・年月日，発明者）
※取得を証明できる書類のコピーを添付すること。なお，出願のみや公開中のものはその旨記載
すること。

(3) 特許等（国内）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出願　　件，取得　   　件）
（発明の名称，特許出願番号・特許公開番号・年月日，取得特許番号・年月日，発明者）
　　※取得を証明できる書類のコピーを添付すること。なお，出願のみや公開中のものはその旨記載
すること。




(4) その他の職務上の業績としてあげられるもの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








これまでの研究の概要

※これまで取り組んできた研究について2ページ以内で自由に記述すること。「研究業績」で●印を付した主要論文の内容を含めること。共著論文の場合は、応募者本人が果たした役割を明記すること。図表の使用可。




今後の研究に関する抱負

※これまでの研究を踏まえて着任後に取り組みたい研究内容と方向性、IPHFでの他分野（光工学、慢性炎症、情報科学）との融合研究の可能性など、2ページ以内で自由に記載すること。その際、自分の研究の軸となる点、あるいはこれから軸としたい点について記載を含めること。図表の使用可。


